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【
組
合
長
あ
い
さ
つ
】

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
森

林
組
合
の
運
営
、
ま
た
事
業
の
推
進
に

格
別
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

国
内
は
政
権
交
代
に
よ
り
、
落
ち
着

か
な
い
情
勢
に
な
り
、
不
況
の
波
が
次

か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
国

内
外
と
も
に
大
変
な
時
代
と
な
り
、
こ

の
先
が
案
じ
ら
れ
ま
す
。

森
林
組
合
も
三
年
続
い
て
の
赤
字
経

営
と
な
り
、
大
変
心
配
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
は
少
し
ば

か
り
の
黒
字
に
つ
な
が
り
、
少
し
安
心

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
の

ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
二
十
年
度
末
で
製
材
セ

ン
タ
ー
、
高
峰
山
荘
、
夕
森
キ
ャ
ン
プ

場
の
三
事
業
を
中
止
し
、
平
成
二
十
一

年
度
は
森
林
整
備
事
業
一
筋
で
頑
張
り

ま
し
た
。
中
で
も
新
し
い
事
業
の
林
業

生
産
流
通
革
新
的
取
組
支
援
事
業
、
森

林
境
界
明
確
化
促
進
事
業
等
は
、
実
績

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

保
安
林
整
備
事
業
、
林
道
工
事
事
業
な

ど
多
く
の
事
業
の
受
注
も
あ
り
、
わ
ず

か
ば
か
り
の
結
果
が
で
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
林
業
政
策
と
し
て

は
、
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
　
に

基
づ
く
路
網
の
整
備
と
施
業
の
集
約
化

に
よ
る
利
用
間
伐
の
推
進
が
基
本
施
策

と
な
っ
て
お
り
、
木
材
生
産
の
自
給
率

を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
5
0
%
を
目
指
す

と
い
う
プ
ラ
ン
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
子
母
の
合
板
工
場
で
す
が
、

平
成
二
十
二
年
後
半
に
は
完
成
を
し
て

平
成
二
十
三
年
に
は
本
格
稼
働
し
ま
す

の
で
出
来
る
限
り
協
力
が
必
要
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
作
業
道
の
路
網
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
材
価
に
対
し

て
搬
出
費
が
高
く
な
る
の
で
コ
ス
ト
削

減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
今
、
山
ば
な

れ
が
進
ん
で
い
て
、
山
は
あ
る
が
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
知
ら
な
い
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
不
在
村
所
有
者
も
多
く
な
っ

て
い
て
、
世
代
交
代
に
よ
り
ま
す
ま
す

山
の
境
界
が
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
実
施
が
ま
だ
先
に
な

る
と
こ
ろ
や
、
実
施
の
予
定
が
立
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
境
界
明

確
化
に
も
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
自
分
の
山
は
自
分
で
守
る
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
組
合
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
第
一
で
無
事

故
・
無
災
害
に
努
め
、
技
術
を
磨
き
、

経
営
も
ま
す
ま
す
研
鐙
を
積
ん
で
い
く

つ
も
り
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
努
力
を
し
て
行
き
ま
す

の
で
、
組
合
事
業
に
ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ

ど
、
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
運
営
の
基
本
方
針

【総　括】

国
で
は
　
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
」
　
に
お
い
て
補
助
金
・
予
算
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
県
で
も
一
部

の
予
算
付
け
が
本
年
度
か
ら
集
約
化
団

地
　
(
3
0
h
a
以
上
の
人
工
林
を
一
体
的

に
取
り
ま
と
め
て
整
備
を
行
う
5
ヶ
年

計
画
)
　
の
計
画
書
に
基
づ
い
た
施
薬
が

条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
森
林
組
合

で
は
こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
く
制
度
改

革
に
対
応
す
る
よ
う
本
年
は
そ
の
基
礎

作
り
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
以
下
の
部
門
ご
と
の
方
針
は
集
約
化

に
関
す
る
具
体
的
な
取
組
内
容
を
示
し

ま
し
た
。

【
指
導
部
門
】

こ
れ
ま
で
組
合
員
だ
よ
り
で
開
催
案

内
し
て
い
た
組
合
員
説
明
会
を
取
り
や

め
、
本
年
は
地
区
の
会
合
や
集
約
化
団

地
内
の
所
有
者
に
対
し
て
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
い
た
心
ま
し
た
。

組
合
総
代
の
方
で
ぉ
声
を
掛
け
て
頂

け
れ
ば
地
区
の
〈
忍
[
だ
出
向
い
て
森
林

整
備
の
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

ご
配
慮
お
願
い
し
ま
す
。

【
販
売
部
門
】

本
年
は
、
利
用
間
伐
に
お
け
る
搬
出

量
を
5
.
〇
〇
〇
8
m
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
集
約
化
団
地
に
よ

る
効
率
的
な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た

め
、
森
林
所
有
者
を
と
り
ま
と
め
た
施

業
の
実
施
に
努
め
、
作
業
コ
ス
ト
の
縮

減
を
図
る
よ
う
作
業
道
等
の
開
設
や
高

性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
作
業
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

【
森
林
整
備
部
門
】

本
年
は
造
林
補
助
事
業
に
お
け
る
民

有
林
の
伐
捨
間
伐
を
6
0
0
h
a
、
市
・

公
社
・
治
山
事
業
に
お
け
る
間
伐
面
積

を
併
せ
る
と
約
8
0
0
h
a
の
計
画
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
過

去
の
履
歴
か
ら
施
薬
の
必
要
な
所
有
者

へ
の
働
き
か
け
や
未
整
備
森
林
の
所
有

者
を
調
べ
る
な
ど
積
極
的
な
営
業
に
努

め
ま
す
。

【
管
理
部
門
】

管
理
部
門
と
し
て
は
、
安
全
衛
生
管

理
と
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
、
現

状
を
見
直
し
円
滑
な
組
合
運
営
を
役
職

員
一
同
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
尚
一
層
の
ご
理
解
と
関
係
機
関
各

位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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薪音盤も務繋ぎ海面俄をひまもよす理

森林整備のために、木材を搬出して利用

する「利用間伐」を行いましょう。最近では、

木材の単価も下落し、初回の利用間伐では

採算が取りにくい状況ですが、間伐をする

ことで、森林が延り、健全な災害に強い森

林となり、次回からの利用間伐では、採算

の合う山づくりが出来て、収入も得られる

ようになると思います。

利用間伐は、間伐率30%以上で、林齢

や搬出材積により補助額が変勤しまず。

詳しくは、森林組合事務所に“¥へ、-お尋重工さい廿’



を作成し、その計画に基づき様々な事業を実施してまいりました。

施業の実績と致しましては、境界明確化促進事業により、森林の境界確定及び境界測量を3 34ha実施し、森林

所有者の方々には図面を送付致しました。利用間伐につきましては9 36ha実施し、間伐に付随する支障木も合

わせると「, 073壷搬出いたしました。木材の総売上は1 8言67千円、市場手数料控除後は1 5, 604千円、補

助金6, 「 「 6千円、組合事業費「 8. 503千円で森林所有者への還元額は3, 2 「 7千円となりました。搬出材の

樹種別では、ヒノキ869証、スギ「 64壷、その他40壷となりました。作業道については、トラックが走行できる作

業道を2, 203m、林内作業車(クローラ)が走行する作業路を「 , 46「 m開設しました。

また、搬出コストを削減するため、この地域に土場を設置(中間上場)し、中間土場から製材工場へ直送を行いま

した。森林所有者へのメリットは山から木材市場への距離が縮まることにより運賃が約半分になることです。しか

し、組合にとっては市場の仕分けをする機械や人的な経験不足からコストが掛かってしまいました。初年度はこの

ような実績でありましたが事業地を面で行うこと(何人もの所有者を取りまとめ鵜体的に整備すること)がまだ不

十分であり、作業道も作業効率性やトラックの走行など実用性を考慮した取り組みが今後ますます必要になってく

ると思います。この地域で森林の整備にご協力頂いた森林所有者を始め地域の多くの方々に感謝申し上げます。



【間伐が遅れている森林】　　　　　【間伐後森林】

黄色矢印は所有界の見通し方向です(境の石も積んであり林層も全く違います)
左右の林齢が違う事からも所有者の境が分かると思われます。

一〇〇

ヽき′
新人職員　紹介

三浦　幹根

看　森林調査伐採・転用等のお願い

日
頃
よ
り
中
津
川
市
森
林
組
合
の
業
務

に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
中
津
川
市
森
林
組
合
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
津
川

市
出
身
の
三
浦
幹
根
と
申
し
ま
す
。

私
は
主
に
、
森
林
境
界
明
確
化
事
業
、
森

林
施
業
地
集
約
化
を
担
当
し
て
お
り
、
昨

年
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
福
岡
柏
原
新

田
地
区
森
林
境
界
明
確
化
促
進
事
業
を
行

い
3
3
4
h
a
の
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
自
分
の
境
を
知
り
た
い
と
思
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
境
界
が
明
確
に

な
る
こ
と
で
自
分
の
山
に
関
心
を
も
っ
て

頂
き
、
そ
し
て
次
は
間
伐
(
間
引
き
)
施
業

を
申
し
込
ま
れ
る
方
が
多
い
で
す
。

「
山
は
持
っ
て
い
る
け
ど
間
伐
な
ど
を

す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
し
な
ぁ
‥
」

と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
小
さ
い
面
積
で

間
伐
を
行
う
と
、
効
率
も
悪
く
な
り
、
コ
ス

ト
も
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
原

因
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
小
規
模
で
分

散
す
る
間
伐
等
手
入
れ
の
必
要
な
森
林
を

地
域
的
に
と
り
ま
と
め
、
必
要
な
作
業
路

整
備
、
林
業
機
械
に
よ
り
一
体
的
、
効
率
的

に
森
林
施
薬
を
行
う
こ
と
を
施
薬
地
集
約

化
と
い
い
ま
す
。

本
年
度
は
落
合
平
石
・
横
挽
・
清
水
平

地
区
で
森
林
施
業
集
約
化
モ
デ
ル
業
務
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
問
題
と
な

っ
て
く
る
の
は
、
森
林
所
有
者
の
境
が
不

明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
世
代
も

代
わ
り
山
へ
行
く
機
会
が
減
り
、
徐
々
に

山
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。私

が
皆
様
方
に
お
願
い
す
る
の
は
、
関

心
が
低
い
若
い
世
代
の
方
に
山
の
素
晴
ら

し
さ
、
山
の
良
さ
を
伝
え
て
い
っ
て
欲
し

い
で
す
。

森
林
所
有
者
の
方
の
中
に
は
、
「
間
伐
を

す
る
と
木
が
減
っ
て
損
だ
」
と
考
え
て
い

る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
適

切
な
時
期
に
間
伐
を
行
わ
な
い
と
、
良
質

な
木
に
育
た
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
気
象

蕾
や
病
虫
害
に
あ
う
リ
ス
ク
も
高
く
な
り

ま
す
。
間
伐
を
行
え
ば
林
内
に
陽
が
入
り
、

下
草
も
繁
茂
し
、
抵
抗
力
の
高
い
災
害
に

強
い
健
全
な
森
林
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

木
の
成
長
を
促
す
こ
と
に
な
り
将
来
、
一

本
一
本
の
立
木
の
価
値
が
上
が
り
木
材
搬

出
を
し
た
際
、
良
質
な
木
材
と
し
て
販
売

で
き
る
た
め
、
個
人
に
返
金
で
き
る
額
が

増
え
ま
す
。
土
地
の
転
売
を
す
る
際
も
間

伐
し
て
あ
る
山
の
方
が
価
値
は
上
が
り
ま

す
。
山
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
山

の
価
値
は
下
が
る
一
方
で
す
。
山
は
大
切

な
資
産
で
す
の
で
、
自
分
の
山
は
自
分
で

守
る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
山
を

大
切
な
資
産
と
し
て
活
か
す
た
め
に
も
今

の
内
に
間
伐
(
間
引
き
)
を
し
て
手
入
れ
さ

れ

る

こ

と

を

お

勧

め

し

ま

す

。

現
在
、
ご
負
担
な
く
間
伐
が
行
え
ま
す

が
、
近
い
将
来
、
国
の
方
針
で
補
助
金
が
無

く
な
り
集
約
化
し
た
森
林
団
地
し
か
補
助

が
出
な
く
な
り
、
間
伐
す
る
に
も
個
人
負

担
が
発
生
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。

山
の
位
置
を
知
る
調
査
や
測
量
・
間
伐
を

す
る
と
か
な
り
の
個
人
費
用
は
掛
か
り
ま

す
が
、
集
約
化
し
た
森
林
団
地
で
は
負
担

な
し
で
行
え
ま
す
。
な
お
、
集
約
化
す
る
に

は
地
区
・
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
の
あ
る

森
林
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
地
域
全
体
で

森
林
整
備
を
行
う
こ
と
は
、
森
林
が
良
く

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
山
を
持
っ
て
い
な

い
地
域
の
方
に
も
感
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。
地
区
・
地
域
を
あ
げ
て
山
の
事

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
理

解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ます。



二二二二三鴇菌閣旧聞王〇二　‾

県では、 「岐阜県森林づくり基本計画」 (H 「 8.2策定)に基づき、 「健全で豊かな森林づくりプロジェクト」 、 「県産材流通改革

プロジェクト」などの4つのプロジェクトを通じ持続可能な森林づくりを進めていますo

「県産材流通改革プロジェクト」の-環として、国産材「 ○○%でつくる合板工場の建設が加子母地内で進んでいますo

間伐等で出てくる未和胴材(曲がり材や短尺材)から、住宅用の床材等となる合板を製造し、今までは、林内に放置されてき

たこのような材の受け皿となることが期待されます。

森林組合では、環境保全と低コストで計画的な木材生産を両立させるため「福岡柏鳳=流域豊山整備プロジェクト」 (二健全

で豊かな森林づくりプロジェクト)を進めています。

この取り組みの中でも、コストをかけて搬出することか幡斉的に不可能であった間伐材を、山の近くに土場を設置することに

ょり運搬経費を削減し、合板用原木として安定的に供給していく仕組みづくりに日々取り組んでいます。

今後とも、組合員の方々の「健全で豊かな森林づくど用こ取り組んでいきますので、ご理解とご協力をお願いします。

合板工場の概要 

●所在地:中津月怖加子母東方賀5371番地1 

e事業主体:森の合板協同組合(平成20年9月設立) 

構成員:セイホクグループ現地法人5者、岐阜県森林組合連合会、 

岐阜県素材流通共同組合　原木Iこ一拍が的な三豊撃用或 ●事業面積:約9.8ha事業費:約60億円　‾‾‾‾‾ 

●工場規模:原木使用量約10万m3(スギヒノ千、カラマツ) 

工事棟建設状況(H22,9)

工事完了後の予定

【工事完了】平成22年「2月

【試験稼剛　平成と3年「月へ3月(JAS認定取得)

【本格稼働】平成23年　4月

※使用する材は、スギ、ヒノキ、カラマツ(太さ「 4cm以上、長さ2mまたは4m)

恵那農林事務所林業課

技術主査　杉山昇



第瞥ッ・スパイ擬う森林作業一枚夫なケプラー長靴がおすすめです。

調

マイティブーツNS

NS

標準価格「 6,695円を

109帯電㊨円

NSワイド

標準価格「 7,64〇円を

1 1タ030円

光和スパイク地下足袋

N8V先割

標準価格4,935円を

3ず700円

N8R先丸

標準価格5, 「 48円を

3,800円

」　熊よけグッズ　　音山あるきの必需品

熊よけ鈴
南部熊鈴(2達)

亀⑥③⑥円

マイティブーツHG

HG

標準価格「 6.275円を

1 0,5㊥㊥円

HGワイド

標準価格「 7,=5円を

1 0,820円

入浴剤
天然温泉にとても近い薬用入浴剤です。

ヤングビーナス

ポリ容器入り　25kg

3,150円

詰替え用(徳用袋)　2.7kg

3裏150円

カウンターアソールト

可⑨,墾⑧⑨円

中津川南森林組合　丁EL (0573)65-1 128. FAX。(0573)65農74盟菅


